
八杉角五郎 

旧名 

小川角五郎 
 

やすぎ・かくごろう おがわ・かくごろう 

 

福山誠之館同窓会会長（第４代）、八杉商店会長 

 

経 歴 

生：明治２３年（１８９０年）３月４日、府中市生まれ 

没：昭和５２年（１９７７年）１月２５日、享年８８歳 

明治４０年（１９０７年） １７歳 広島県立福山中学校（誠之館）卒業 

明治４３年（１９１０年） ２０歳 長崎高商を卒業 

－ － 教員 

－ － 八杉家の養子となる 

－ － 株式会社八杉商店（鋼材販売業）会長 

－ － 
福山ガス㈱、ニコニコバス㈱、福山合金㈱、福山興業㈱

取締役 

－ － 福山倉庫理事 

－ － 福山信用金庫理事 

－ － 広島地方裁判所司法委員 

－ － 福山家庭裁判所調停委員、参与員 

－ － 福山調停協会長 

－ － 福山税務署所得調査委員 

－ － 福山市公安委員 

－ － 福山商工会議所副会頭 

－ － 福山誠之館高等学校後援会副会長 

昭和３７年（１９６２年）１０月２日 ７２歳 藍綬褒章 

昭和４１年（１９６６年）４月２日～ 

 昭和４３年（１９６８年）５月１８日 

７６～ 

７８歳 
福山誠之館同窓会会長（第４代） 

昭和４１年（１９６６年）６月 ７６歳 勲五等瑞宝章 

昭和５２年（１９７７年）１月 ８６歳 従五位勲五等 
 



 

生い立ちと学業、業績 

府中市出口町にて小川良平の次男として生まれる。 

中学校進学の際、当時中学は数少なく、備後では県立福山中学校のみで、文武両道の中等

教育に徹する優秀な藩校の気風を継承していた。 

 

中学校入学以来の長い徒歩通学が、人生を決した感がする。 

毎朝午前３，４時頃起床し、大きな握り飯を携え、夜中に家を出て戸手（現在の福戸橋）辺り

で、日曜に自分で作っておいた藁草履に履き変え、新市方面から出てくる先輩、後輩と合流

し、福山誠之館中学校まで徒歩通学した。 

そんな厳しい社会状態であった。 

横尾を過ぎる頃、朝食として携えてきた大きな握り飯を食べ、本を出して勉強しながら通学し

たのである。よくも５年間も続いたものだと今更ながら感心するばかりである。 

しかも学校では剣道部に所属し、毎日人並みの練習をして、午後６，７時頃帰宅の途につき、

午後１１，１２時頃やっと府中の家に辿り着く日々で、睡眠時間をどの様にして作ったのか驚く

ばかりである。 

 

５年間の勉学を終え中学を卒業し、更に官立長崎高商（現長崎大学）に入学し、最終の勉学

を身につけた。愈最高学府を卒業し、府中に帰郷した。 

英語、漢詩が得意で、暫く教員生活を送った。 

 

縁あって福山市深津町の商家八杉商店の一人娘八杉ミツの婿養子となり入籍する。 

２男２女の子宝に恵まれ、八杉商店６代目杜長となり、立派な業績を上げ、会杜の発展に寄

与する。 

 

昭和初期より裁判所調停委員、福山警察署公安委員、広島県警公安委員等多くの要職に就

き活躍し、一方福山税務署の調停委員長として多くの市民に貢献し喜ばれた。 

 

又栄誉ある福山誠之館同窓会会長（第４代）に総会にて推挙され就任し、多くの先輩、後輩

の方々と接し、その責を果たした。   八杉善次郎（昭和１９年卒） 
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